わたし 達の 勤めて いる 臨海 試験 所の ちょうど 真向い 

しおまき おとさた 

に 見える 汐卷 灯台の 灯が、 なんの 音沙汰 もな く 突然 吹 

き 消す ように 消えて しまったの は、 空気の ドン ヨリと 

ねばった、 北太平洋 名物の 紗 幕の ような ガスの 深い あ 

る 真夜中の ことであった。 

水産試験所と 灯台と では 管轄 上で は 畑違い だが、 仕 

事の 上で おなじように 海と いう 共通点 を 持って いるし、 

へんぴ 

人里 はなれた この辺 鄙な 地方で、 小さな 入り海 をへ だ 

てて： i; よく 暮し ている 関係から などと いうよりも、 



ときどきへ ンテコ な ことになる というの だ。 本来 この 

灯台の 灯 質 は、 十五 秒 ごとに， 1 閃光 を 発する 閃 白光で 

あるが、 こ い つがと きどき どうした 風の 吹き 廻し か、 

三十 秒 ごとに 一 閃光 を 発する の だ。 ところが 三十 秒 ご 

いぬぼう とうだ い 

とに 一 閃光 を 発する 灯 質 は、 明らかに 犬 吠 灯台の それ 

であり、 だから 執拗な ガスに 苦しめられて 数日間に わ 

たる 難航 をつ づけて 来た 北海 帰りの 汽船 は、 毎 三十 秒 

に 一 閃光 を 発する その 怪しげな 灯 質 をう つかり 誤認し 

うげん 

て、 うれし や 犬 吠 崎が 見え だした とば かり、 右舷に 大 

うかい たち ま 

きく 迂回しょう ものなら、 忽ち 暗礁に 乗り上げて、 大 

渦の 中へ 巻き込まれて しまう というの だ。 船乗りに は、 



た その ガスの 中から 光 を 慕って 螬集 する おびただしい 

渡り鳥の 大群な どに よって、 偶然 〔# 「偶然」 は 底本で 

は 「隅然 匕 にも 作られた 明暗で あり、 それが また 尾 を 

ひれ 

つけ 鰭 をつ けて 疑心暗鬼 を 生む のであろう」 と、 けん 

も ほろ ろに はね つけた。 

けれども この 謹厳な 老 看守の 声明 を 裏切って、 汐卷 

灯台 は、 とうとう 決定的な 異変 を ひき 起した の だ。 

はじめ、 正確に 放 たれて いた 十五 秒 ごとの 閃光が、 

不意 に 不気味な 不動 光に 変った かと 思う と、 灰色の ガ 

スの 中へ なに か 神秘的な 光の 尾 を、 そのまま わずかに 

二 秒 ほど も 遠火の ように 漂わせて、 それから 急に、 し 



と、 やって来た。 

「あれ は 友 田 君の 細君の あきさん です。 ひどい 心気 病 

みです から、 もう 少し 〔# 「もう 少し」 は 底本で は 「もし 

少し 匕 落ちつかない ことに は、 現場が 見せられな いん 

です。 いや どうも、 とんでもない ことにな りました」 

そう 言って、 風間老 看守 は、 手燭の 蠟燭に 火 をつ け 

ようとす るの だが、 手が ふるえて 火が 消える ので、 何 

度 も 何度も マ ッ チを すり つづけた。 

わたし は 今までに も 数回 この 老 看守に は 会って いる 

そうろう 

の だが、 こんなに 彼が 蹌踉 としてい るの を 見た の は 初 

めて だ。 あの 謹厳な 古武士の ような おもかげ は、 いま 



はもう 微塵 も 見えず、 蠟燭 の焰を 絶えず 細かに ふる 

わせながら、 わたし 達の 先に 立って、 灯台の 入口の ド 

ァを しずかに 開きながら、 ふり 返って 言った。 

「 …… ま、 とにかく、 現場 を 一度 見て やって 下さい」 

そこで 東屋 所長と わたしと 三 田 村 技手の 三人 は、 老 

看守の 後に つづいて、 うす 暗い 階段 室に 入った。 とこ 

ろが 塔 内に 入つ て ドア を 締め 終った 老 看守 は 今度 は 身 

をす りつけ るよう にして 急に 声 をお とすと、 訴える よ 

うに 言った。 

「 …… わたし は、 生まれて はじめて、 幽霊 をみ ました 

…：- J 



び 込み、 ランプ や 旋回 機 を 破壊して 当直 を 叩き殺す。 

せんこう 

で そのと たんに、 ランプの 回転が 止って 閃光が 不動 光 

になり、 間もなく ガス 管の 故障で 灯 も 消える …… 一 方 

粉砕され た 旋回 機に 巻きつ いていた 口— プは 切れて、 

おも リ 

回転 動力の 重 錘と いうか 分銅と いうか、 とにかく そい 

つが、 この 塔の 中心 を 上下に 貫いて いる 三十 メ ー トル 

の 円筒の 底へ ド シンと 落ちて 地響き を 立てる …… 当直 

- つめ 

が 断末魔の 呻き 声 を 上げる …… そうだ。 そして そのと 

き、 変な 鳴き声 を 出して、 こんな 気味の わるい 分泌液 

をたら しながら、 幽霊が 侵入す る …… だが、 それから 

先 は、 さっぱり わからん 」 



以下に あった もので はない ね。 といっても、 このし め 

リエ 合 じゃあ、 まさか 山の 中の もの じ やない し、 どう 

だい、 こうして いる 間に、 ちょっと この 下の しぶきの 

かかり そうな 波打ち際 を 散歩して みない かい」 

という わけで、 やがて わたし 達 は、 灯台の 根元の 波 

打ち 際へ 降り 立った。 

そこで は、 闇の 外洋から 吹き寄せる 身 を 切る ような 

いそな み ひまつ 

風が、 磯 波の 飛沫と ガス をい やという ほど わたし 達に 

浴びせ かけた。 けれども すぐに わたし 達 は、 塔の 根元 

の 一 番 烈しい 波打ち際の 一 段 高く そびえた 岩の 上で、 

おなじような &片が 飛沫に ぬれてい くつ も 転がって い 



「 …… 綱 も 紐 も、 両方と も 二十 六メ— トルず つ ありま 

す」 

「なに 二十 六メ — トル 9 …… 待ァ てよ？」 

や みぞら にら 

とまた しばらく 闇 空 を 睨めて いたが、 

めかた 

「ね、 三 田 村さん。 あの 回転 ランプの 重量 は、 どれぐ 

らいあります？」 

「さあ、 一 トン は あるでしょう」 

「 一 トン …… 一 トンと いうと 二百 六十 六 貫 強です ね。 

じゃあ あの ランプ をグ ルグル 廻しながら、 三十 六メ— 

おも リ 

トルの 円筒 内 を 下って 来る、 あの 原動力の 重 錘と いう 

か 分銅 は、 随分 重いで しょうね？」 



入る と、 ドア をし めて、 

「さあき み、 少しずつ わかって 来た ぞ。 まず は ぼくの 

組み立てた 仮説 を 聞いて くれた まえ」 

四 

東屋 氏 は そばの i: 子に 腰をおろ すと、 一 服つ けなが 

ら、 話し 始めた。 

「まず、 化け物に せよ 人間に せよ、 とにかく あの 不敵 

ろうぜきもの 

な 狼藉者が、 この 太い 綱の 一方の 端 を あの 塔の 頂きの 

ラ ンプ 室から、 玻璃 窓 の 下の 小さな 通風孔 をと おして、 



外の 高い 岩の 上へ たれて おく。 それから 下へ 降りて 来 

て 岩の 上で 例の き片を たれて いる 太い 綱の 端で しばつ 

ておいて ふたたび 塔 上へ 登る。 そして ランプ 室に おい 

て ある ほうの 綱の 端 を、 旋回 機の 蓋 を あけて、 円筒 内 

の 頂きへ ほとんど 一杯に 上って いる 分銅の 把手へ、 か 

た わな 〔# 「かたわな」 は 底本で は 「かたわな 匕 結びと い 

うか ひつと き 結びと いうか、 とにかく それで 縛りつ け、 

その ちょっと 引っ張る と 解ける ひつと き 結びの 短い 一 

端へ、 この 細 紐 を このと おりに 結びつけて、 さて 旋回 

機の ウィンチに 捲き ついている 口— プを、 そうだ、 あ 

ておの 

の 手斧で 叩ッ 切る。 すると …… 」 



「冗談 じゃあな いよ。 ぼく はてん から 娘さんな ど 見 は 

しない。 彼女 は、 どこの 部屋に もい やしなかった」 

「ミドリさん がいなかったです つて £:」 

三 田 村 技手が 聞き とがめた。 すると 東屋 氏 は、 うす 

ろうそく 

暗い 蠟燭の 灯に、 大きな 自分の 影法師 を ニュッ とのめ 

らしながら、 

「うん、 そのかわり、 さっき 老人が ここで 見た という 

あの 赤い グ ニヤ グ ニヤの 幽霊に 出会った よ！」 



やがて 東屋 氏 は、 驚いて いる わたし を 尻目に かけ、 

三 田 村 技手へ あらたまった 調子で 言った。 

「ところで 三 田 村さん。 あなた は 事件の あった 直後に 

ここへ 登って 来られた とき、 階段の 途中で 風 間さん に 

逢われた のでした ね。 風 間さん は、 何 か 手に 持って い 

ませんで した か？」 

「 …… そういえば、 洋服の 上着 を 脱いで、 こう、 右手 

に 持って いられました」 

「なるほど。 有難う。 じゃあもう 一 つ 訊かせて 下さい- 

あの 娘さん は、 何歳です か？」 

「ええと、 多分、 一 一十 八です」 



恐怖に わななきながら、 その 階段 を 登って 来た 老 看守 

は、 この ランプ 室で いったいなに を 見た と 思う 9 

破れた 玻璃 窓で もない。 こわれた 機械で もない。 友 田 

看守の 死体で もない。 いい かい。 二人の 生きた 人間 を 

見た の だよ— 恐ろしい 罪 を 犯し、 それ を またき び 

しい 父親に みつけられて、 半狂乱で 玻璃 窓の 外から、 

ま つ さかさま 

真逆様に 海中へ 飛び込んだ 救うべく もない 不幸な 娘と、 

それから、 もう 一人 …… 蛸の ように ツル ツルで グ ニヤ 

グ ニヤの、 赤い、 柔らかな …… そうだ、 精神的な ショッ 

しげ さ ラ ま 

クゃ、 過労の 刺戟の ために、 月 満たず して 早産れ おち 

ういまご 

た すこやかな 彼の 初孫なん だ— …… 」 
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